
 

 

第１３０２回 例会 ２０１７年（平成 29年）１０月２３日 

（経済と地域社会の発展月間/米山月間）    

 

前回（１０月１６日）例会記録 

◇プログレス 井澤 武尚 副ＳＡＡ  

１．来客紹介  大久保 英範 親睦委員 

ゲスト:３名 地区外：０名 地区内：１名 合計:４名 

ゲスト：八代南 RC  会長 下田 和利 様 

   ： 同 パスト会長 松岡 隆志 様 

   ： 同 パスト会長 市野 誠也 様 

 

２．会長の時間  塩尻 明夫 副会長 

副会長の塩尻です。 

本日は伊藤会長が出張で不在のため、代役で会長の時間を務めさせて頂きます。 

まずは八代南ロータリークラブの会長様、パスト会長のお二人様、足元の悪い中遠いところまで 

お越し頂き、またニコニコやお土産も頂戴し本当にありがとうございます。皆さまには後ほど、当クラブ

が関与させて頂いた支援事業についての現状など、お話を頂戴する予定です。また、大阪南 RC より

川端様、ようこそいらっしゃいました。短い時間ではございますが、ごゆっくりとお楽しみください。 

さて、衆議院選挙が来週に迫って参りました。突然の解散、民進党の希望の党への合流、立憲民主党への分裂など驚きの

連続ですが、現在のところはよほどのことがない限り政権が揺らぐ可能性が少ないようで、安倍さんの戦略勝ちといったとこ

ろでしょうか。もちろん、投票日まで何が起こるかわかりませんから、皆さん気を抜かずに選挙活動を行っているでしょう。 

早く落ち着けて、欧米、近隣諸国などでのリスクや災害、原発問題などにじっくり取り組める体制を固めて欲しいものです。 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 井澤 武尚 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「船場ソング」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 卓 話    公益財団法人大阪国際がん治療財団 大阪重粒子線センター長 溝江 純悦 様 

○ 職場見学  重粒子線がん治療施設 １３：４０～ 

○ 親睦懇親会  ホテルサンホワイト２階「蘭花の間」１６：３０～ 

・旅愁 

・りんごのひとりごと 

・里の秋 



 

さて、最近は神戸製鋼、日産の問題が大きく報道されています。 

神戸製鋼の問題は、製品の強度などのデータを改ざんし、基準を満たさない製品を出荷していたもので、主に製品歩留まり

を改善させる目的で行われていたようです。この問題、最初に発覚したのはアルミ部門でしたが、あれよあれよという間に事

業の本質ともいえる製鉄部門にまで広がりました。 

第三者委員会などが調査すると見られていますが、どうもこの問題は内部検査または内部告発で発覚したようです。 

また日産は行政当局から委託されている「完成車両検査」について、その業務ができる資格を持たない補助検査員が 

チェックをし、資格者が「名義貸し」をすることで正しく検査されていると偽装していました。 

この問題は、神戸製鋼よりも発覚の過程が問題で、なんと国土交通省の立ち入り検査で発覚したそうです。 

日産も、国内すべての工場でこの問題が見つかり、どのレベルかは不明なものの、組織的と言ってよい問題とみられて 

います。神戸製鋼の問題も日産の問題も、これだけ長い間、また幅広い製品で偽装が続いてきたのに大きな問題が発生し

ていないと見られますので、おそらく実質的には問題がないのでしょう。これをとらえて「基準が厳しすぎるのではないか」と

いう意見を述べる人もいます。しかし、皆様は経営者ですからお分かりと思いますが「ルールを守る」というコンプライアンス

の基本中の基本がないがしろにされている組織においては、結局のところさらに深刻な問題が起こりうるものです。 

企業不正の防止を考える際、昨今は「トップの姿勢」という概念が非常に重要視されています。 

トップが高い意識を持って行動し、それを組織に見せていれば組織は高潔さを保ちますし、逆に「ばれなきゃいい 

だろう」というスタンスをもったトップのいる組織は、やはりさまざまな不正の温床となります。 

こんな話をすると、皆様もいろいろな経営者や企業のことを思い浮かべると思います。 

良い経営ができるよう、経営トップ層は良い姿勢を保ち、その背中を従業員に見せるような活動をしたいものです。 

以上、代理にて会長の時間担当させて頂きました。ご清聴ありがとうございました。 

 

３．委員会報告 

◎規定情報研修委員会  澤田 宗久 委員長 

定款細則が長年にわたり、変更されていなかったので、私が委員長の時、定款細則の変更をすることを皆様の賛同を得て 

決定致しました。変更にあたり、甚田会員、岡本茂会員、塩尻会員と私とで分担し変更案を作成して塩尻会員にそれをまとめ

て頂きました。今後、新川規定情報委員長が理事会に提出していただきます。船場ＲＣにとって有意義な定款となりますので、

皆様のご賛同を頂きたく宜しくお願い致します。 

 

◎地区職業奉仕委員会  澤田 宗久 委員 

第 8回地区職業奉仕委員会が１０月１１日にガバナーエレクト山本博史様出席の元、ガバナー事務所で行われました。 

話し合った内容は 

１、 職業奉仕活動見学可能クラブへの対応 

２、 クラブ職業奉仕委員長・地区委員合同勉強会 （9月２日） 

① アンケート結果について・・・・回答が少ないので回収を徹底する。 

回答が未だの方は１０月２８日までに提出する事。 

② 予算・決算報告 

３、 バズセッション発言内容のまとめ及び集計について、委員長が説明をしました。 

＊昨年より職業奉仕が解りやすくなっていて議論しやすくなった。 

＊地区で学んだことを会社として実践してみたい 

＊職業奉仕を学んで、社員や仕入れ先など、周りの方々への思いが深まった 

＊ロータリーはすごい、会長の前後の見習い、及び補佐という役割が良い。 

  など、活動を実践し、学びの場であることの感想が多く寄せられた。 

４、 ロータリーの職業奉仕入門Ｑ＆Ａについて 

５、 職業奉仕月間卓話の件 

① 各ＲＣで職業奉仕月間に各ＲＣの委員長が卓話して頂けることを目標に、勉強会を行なっていますので、 

是非各委員長は自分のクラブで卓話をして下さい。 

６、次回委員会 第９回 １１月8日（水）ガバナー事務所にて 



 

 

◎スキー同好会  小山 章松 会員 

スキー同好会会長の甚田さんよりスキーのアンケートを本日メールボックスに配布いたしましたので、来週までに 

是非出欠の回答をお願いいたします。宜しくお願いいたします。 

 

４．ご挨拶  八代南RC 会長 下田 和利様、パスト会長 松岡 隆志様、パスト会長 市野 誠也様 

 

本日は例会に押しかけ大変御迷惑をお掛け致します。私達は、熊本県八代市の 

八代南RCから参りました。前々会長の松岡、前会長の市野、現会長の下田です。 

どういったクラブかと申しますと、設立４２年目、会員数４８名で、４０周年記念事業で

「VSOP」といった５大奉仕型プロジェクトを設立しました。 

会員全員が、自分の職業の利益のある部分に定義を決め、定期的にポリオ募金に 

寄附するシステムをつくりました。現在全国的に注目されているクラブです。 

さて私どもは、熊本災害時に大阪船場RC様より多額の寄附金をいただきました。 

本日はその心のこもった大切な寄附金をどのように使用したかの報告と御礼に参りました。１回目は貴クラブの御希望により、

２７２０地区に寄附しました。 

２回目の寄附金は八代市に大阪船場RC様の主旨や目的を伝え、八代市と協議を重ね、八代市のシンボルである八代城の 

石垣修復のために使用する事を八代市と決定しました。現在修復中で平成３０年３月に完成予定です。 

中村ひろお八代市長も大阪船場RC様の御好意には大変感謝しておられ、我々の訪問に際しまして、是非感謝状を持参し

て欲しいとの事でしたので本日感謝状と写真を持って参りました。 

私達は、大阪船場RC様の皆様より大変素晴らしい御縁をいただきました。これを機に当クラブと大阪船場RC様の交流が 

益々深まればと願います。熊本にいらっしゃる際は、是非御一報下さい。大歓迎致します。本日は貴重な時間をいただき 

まして、ありがとうございました。と共に貴クラブの宮原様には橋渡しをしていただき感謝致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ニコニコ報告  北野 克己 親睦委員 

八代南RC下田様、松岡様、市野様・・・・本日はゲストとして参加させていただきましてありがとうございます。 

熊本地震の際には２年間に渡り、多大なる御寄附をいただき、誠にありがとう 

ございました。貴クラブの益々の御発展をお祈り申し上げます。 

宮原 会員・・・・昨年５月八代南RC様へ「熊本地震災害義援金」について「熊本地震総合支援室」へのお取り扱いを致し 

          ましたところ、快くお引き受けいただき有難うございました。その上、本日は八代から遠路、会長下田和利様、

直前会長市野誠也様、前前会長松岡隆志様と歴代の会長様がお揃いでお越しいただき、大変恐縮致しま

すと共に厚く御礼申し上げます。これを機会に八代南RCと大阪船場RCの友好促進になりますことを願っ

ております。 

塩尻 会員・・・・本日会長の代理を務めさせて頂きます。よろしくお願い申し上げます。 

新川、栗原、大久保、沖、清水、藤井、北野、俣野、小山、小島、岡本(茂)、澤田、松永、大磯、片岡、中村、井澤、 

溝畑、高階、渡辺、岡野、 

各会員・・・・八代南ロータリークラブより会長下田様、P会長松岡様、P会長市野様歓迎いたします 

 



 

 

６．出席報告 井澤 武尚 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ３９名 出席会員数 ２９名 出席率 ７４％ 

第１２９９回（９月１１日） 修正出席率 ９３％ 

 

７．卓  話  「ホテル業界の移り変わり」  藤井 宏明 会員   

 

 当社は、平成１３年１０月に創業し１７期目を迎える企業です。 

ホテル経営と不動産業を営んでおりますが、前身の会社は、船場の地で長く「繊維・アパレル」業を 

営む会社でした。約３５年前にホテル業に進出し、現在大阪市内で２件のホテル経営と箕面船場にて

テナントビルを所有し皆様にご利用いただいております。日本の本格的なホテルは、「帝国ホテル

（1891年）」が始まりだといわれています。 

その後、1964年に開催された「東京オリンピック」をきっかけに第１次ホテルブームが訪れ開業が相次ぎました。その後も 

都市開発、インフラの整備に合わせホテルブームが起こり、そして、今（2015 年以降）３大都市を中心にホテルブームが訪れ

ています。その大きな要因となっているのは、インバウンド客（訪日外国人旅行者）の増加です。 

政府の訪日促進事業（ビジットジャパン）がスタートした 2008年の、訪日旅行客数は、年間 800万人程度でした。 

その後震災などにより一時減少したものの、翌年から毎年20%以上の増加を続け、2015年には1970万人、2016年には2400

万人と初の 2000万人を突破するまでに増加しました。 

これは、ビザ発給の緩和に加え、株価・為替の好況や、アジアを中心とした格安航空会社（ＬＣＣ）の乗り入れ拡大などが 

影響しています。 

また、何より 2020年「東京オリンピック開催」が決定し日本が大変大きな注目を集めているのは言うまでもありません（2020年

には、4000万人が目標） 

現在大阪においては、全国各都道府県別のビジネス・シティホテル稼働率において共に全国１位となっているなど、 

インバウンドの旺盛な宿泊需要を追い風にホテル建設ラッシュが続いています。（約１８０００室増加予想） 

しかし、ホテル業界が抱える課題もあります。 

① 人手不足と離職率の高さ 

② 為替、景気、自然災害、国際政治関係など外的要因に影響を受けやすい 

従業員の働く環境や、雇用形態、待遇、ＩＴ活用での生産性向上など職場環境の整備が益々重要になってきています。 

また、テロや北朝鮮問題など、観光業そのものに影響を及ぼすことも懸念されます。つまり観光業とは「平和産業」であり、 

世界が平和でなければ成り立たない産業です。 

時代の変化によって予約の仕方も大きく変わってきました。 

過去には、旅行会社または電話による予約が中心でしたが、インターネットの普及に伴い、今では比率が大きく逆転し、 

国内外の web予約が急速に増加しています。 

このように、今の時代ではインターネットを通じてお客様自身がホテルを選択する時代になりました。（評価、料金の比較も 

格段に容易になった） 

そのような環境の中で、我々としてやるべきことは、いかに自分達の経営するホテルの「付加価値」を高めるか？ 

そしてお客様の「満足度」の高いホテルにならなければいけません。 

そして、「行ってみたい！」「居心地が良い」など、お客様に「選ばれるホテル」となることが、この激しいホテルブームの中で

の存在価値であると考えています。 

当社“クレド”の言葉である「親切なホテル」を目指し頑張って参りますので皆様これからも宜しくお願い致します。 

 

 

 

☆次回１０月３０日（月）例会予定 

・卓話：清水会員 

・指名委員会３１階「ローズ」１３：４０～１４：４０ 


